
一般財団法人	地図情報センター	

令和元(2019)年度事業報告	
（平成31年4月1日〜令和2年3月31日）	

　一般財団法人化し、7年目となった令和元年度は、実施事業（公益）や、受託事業などを

堅実に行なった。第4四半期は新型コロナウイルス感染拡大初期だったため事業への影響は

限定的であったが、今後はICTを活用した新事業開発、既存事業の再検討、業務の効率化な

ど、社会変化に対応した体制確立に努力したい。	

Ⅰ．地図学・地理学に関する研究（含地図・地理教育）	

１．地図および地図資料の情報化のための調査研究	

　わが国における地図の総合的情報化を目指し、研究会・委員会を開催、継続した。	

２．電子情報としての空間データの研究	

　空間情報科学としての地図情報のあり方や、当財団としての今後の取り組み方を調査

し、ホームページ利用の方法や、他の団体とのネットワークのあり方を検討した。	

３．所蔵地図データベースの作成	

　所蔵する地図、地図資料のテキストデータベース及び一覧表作成作業を継続して行っ

た。同時に所蔵地図目録の整備を行った。	

４．地域の変化に関する情報の研究（AiN）	

　地域の環境変化、国土の変化等に関するデータベース｢地域情報ニュース｣を作成した(令

和元年度実績3,093件、累計75,799件)。	

５．インターネット関連事業の充実	

　ホームページのSSL化、モバイルファースト化を図った。平成25年度から入会用ページ

を、令和元年度からスマホ用入会ページが稼働し、スマホ経由での入会、バックナンバー

購入が可能となった。今年度は3名（うちスマホ2名）の入会者を獲得すると共に「地図情

報」バックナンバーを48冊販売した。マップスキルは10名の参加希望があり、うち7名がス

マホからであった。サイトの安全性を高めるため、令和元年9月から完全SSL/TLS化を行っ

ている。	

６．研究のための関連内外学術団体との連携協力	

　日本地図学会、ICA他の学術団体や民間団体との連携協力を行った。	

　日本地図学会夏の定期大会地図・図書展示（東京大会・東京都立産業技術研究センター）

に出展した（令和元年7月16〜17日）。	

７．実践マップスキル研究会ほか、受託事業の実施	

　実践マップスキル研究会（大阪大会、令和元年12月27日）の事務局として、事業を円滑

に行うとともに、地図・地理に関する受託事業を引き続き実施した。	

８．市販書籍の編集・発行	

・｢世界の地図情報2019/20｣の編集発行を行った（令和元年5月1日発行）。	

・「国際理解地図帳・DOOR｣をICC	2019	東京大会の地図展に出展し、好評を得た。	



Ⅱ．地図・地図資料の普及・啓発および地図・地理を主とした教育の振興	

１．地図・地図資料に関する知識の普及・啓発活動	

・第21回鳥取県「鳥取県児童生徒地域地図発表作品展」の開催を後援した。当財団から奨

励の賞状と記念品の授与を行った。（令和元年12月）	

・多摩市第23回「多摩市身のまわりの環境地図作品展」の開催に協賛し理事長表彰と記念

品の授与を行った。（令和元年12月1日）	

２．地図・地図資料の普及・啓発のためのフィールド研究会およびセミナーの開催	

・令和元年５月25日　蕨・西川口巡検、参加者13名	

・令和元年12月14日　「国立歴史博物館」と城下町「佐倉」巡検、参加者12名	

３．インターネットによる情報提供	

　財団発行の各種出版物や催事などをインターネットで提供・告知し、約10件の問い合わ

せ・行事参加があった。当ホームページには1日当たり約187名（令和2年５月）の来訪者が

あった。“地図情報”でのgoogle検索順位は5月17日現在で約3位。	

Ⅲ．地図資料室の運営	

１．地図・地図資料の収集	

　地図・地図資料については、寄贈図書・CD-ROM等約20点を追加した。	

２．地図・地図資料の管理・運営	

　当財団所蔵の地図・地図資料の分類、整理を引き続き行った。	

３．地図・地図資料の提供	

　研究会員、一般に対して原地図資料の情報提供・閲覧等を行なった。	

Ⅳ．地図・地図資料の普及・啓発および地図・地理を主とした教育関係出版物の刊行	

１．「地図情報」の刊行	

　研究機関誌「地図情報」Vol.39	No.1〜4を編集刊行した。	

・令和元年５月１日	 通巻149号　No.1「地図で学ぶ防災」	

・令和元年８月１日	 通巻150号　No.2「百名山と地図」	

・令和元年11月１日	 通巻151号　No.3「スマホと地図」	

・令和２年２月１日	 通巻152号　No.4「フィールドワーク」	

２．「地域情報ニュース（AiN）」の発行	

　月刊「地域情報ニュース」CD-ROMによる情報提供を行った。（Vol.31	No.1〜12）	

　14社15冊	

３．「ICICニュース」の発行	

　ニュースレター「ICICニュース」を刊行した。（季刊　No.89〜92）	

４．一般向け出版物の発行	

・小冊子「世界の地図情報	2019／20」（令和元年５月１日）を発行した。	

・カレンダー発行は諸事情により実施できなかった。	

５．「国立地図学博物館」設立推進活動を継続した。	



Ⅴ．受託事業等	

　平成21年度から帝国書院をはじめとする受託事業を拡充させている。令和元年度は以下

の受託を行った。	

・｢実践マップスキル研究会｣事務局受託　12月27日（大阪大会）	

・｢全国児童・生徒地図展ポスター｣とHP制作	

・帝国書院ホームページ更新および新規制作受託	

・｢教科書補正資料2020｣冊子制作補助	

・｢定期刊行物　更新情報・新聞スクラップ原稿｣作成	

・｢階｣付録ポスター作成、冊子制作補助	

・各種広報業務	

Ⅵ．人事	

　令和元年６月19日に開催された定時評議員会で、評議員・新村明義氏の退任、評議員・

加藤秀明氏の就任が決議された。	

　令和元年10月25日に開催された評議員会（決議の省略）で、理事・小宮正実氏の辞任、

理事・諸星健一氏の就任が決議された。	

Ⅶ．その他（監事監査・理事会・評議員会、委員会等）	

１．理事会の開催	

・令和元年５月27日　監事監査	

・令和元年６月３日　第１回理事会	

・令和元年11月15日　第２回理事会（決議の省略）	

・令和２年３月19日　第３回理事会	

２．常任理事会の開催	

・令和２年３月５日に開催予定だった第１回常任理事会は中止となった	

３．評議員会の開催	

・令和元年６月19日　定時評議員会	

・令和元年10月25日　第２回評議員会（決議の省略）	

４．各委員会の開催状況	

令和元年度は以下の委員会を開催した（○数字は回）。	

編集委員会	

・令和元年４月３日①	

・令和元年６月13日②	

・令和元年７月４日③	

・令和元年９月11日④	

・令和元年10月１日⑤	

・令和元年12月４日⑥	

・令和２年１月８日⑦	

行事委員会	

・令和元年７月３日①	

・令和元年10月10日②	

・令和２年１月９日③	

事業委員会	

・令和元年12月16日①	



経営組織委員会	

・令和２年１月21日①	

※当財団の公益法人コード　略	

※当財団のD-U-N-S	Number（電子商取引企業識別コード）略	

※事業報告付属明細書はなし（明細は事業報告書内に記載）。	


